
支出を見直そう！
 ② 住宅ローン

家計-67



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

住宅ローンは金利１％以下が目安。

【固定金利VS変動金利】
　ローンの返済は基本的に「元利均等返済」

　毎月返済額は一定だけど、
　その内訳は
　　・当初は利息が多く、
　　・徐々に利息は減っていく

家計-68



そこで！ 
あおば個人は【変動金利】を選んでいるよ！
変動金利の方が金利が低いから！

変動金利は、
金利の上昇が不安かもしれない。 

でも、金利が低いうちに
利息と元本を減らしておくことで 

金利上昇における利息増を軽減できるよ！

◆支出を見直そう！② 住宅ローン
家計-69



固定金利 変動金利 差額

金利 1.5% 0.5%

月返済 91,855円 77,875円 13,980円

◆支出を見直そう！② 住宅ローン

○ 3,000万円、35年返済の場合

１％の金利の違いで約14,000円/月も返済額の違いが出る。

それなら低い金利で借りて、その差額分を金利上昇に備えて

資産形成してもいいと思います！

家計-70



・この浮いた１万円をNISAで毎年５％で運用できた場合、10年で155万円、20年で409万円

・金利が低いうちにNISAで資産形成をはじめて、貯めたおかねで返済をカバーするのはどうでしょう！

◆支出を見直そう！② 住宅ローン
家計-71



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

全期間固定金利ではなく、
「３年固定」「５年固定」「10年固定」などを選択しているひとは要注意！

その固定金利は「当初」のみ優遇されていて期間終了後、金利が爆上がりします…

家計-72

【コラム】元銀行員のうらばなし



金利が１％を超えている場合は見直し要検討！
住宅ローン金利の見直し方法は２つ

　A.ほかの金融機関に変更する（借換）
　B.今借りている金融機関に金利引下げ折衝をする

◆支出を見直そう！② 住宅ローン
家計-73



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

ネットで「借換シミュレーション」ができるよ！

他の銀行に変更したときに
どれくらい返済額が減るのか（増えるのか）を
確認してみよう！

家計-74

A.ほかの金融機関に変更する（借換）

住宅ローン返済予定表

準備するもの



◆支出を見直そう！② 住宅ローン
家計-75

例）auじぶん銀行



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

・住宅ローンの残高：3,000万円
・残りの借入期間：30年
・(現銀行)金利1.2％
　→(新銀行)0.479％

家計-76



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

・住宅ローンの残高：3,000万円
・残りの借入期間：30年
・（現銀行）金利1.2％→(新銀行）0.479％

・毎月返済額：▲9,792円
・年間返済額：▲117,504円
・総返済額　：▲262万円

ものすごい削減効果！

家計-77



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

ネット銀行やだな…の人は
お近くの金融機関でもOK！

ネット銀行の方が条件はいいことが多いけれど、
お金の話は100点を取る必要なし！
90点ではなまる！

面倒だから先延ばしにする・やらないくらいなら
対面の金融機関で借換シミュレーションを依頼しましょう！

家計-78



借換時には金利が今より低くなっても、
借換をするには「諸費用」が発生するので

今より金利が下がっても
総返済額が増える場合がある！

◆支出を見直そう！② 住宅ローン
家計-79

借換の注意点①



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

◁ ここが「増加」の場合は
　 借換しないほうがいい！

ただし、固定金利で借りている場合は
固定金利期間終了後に金利が跳ね上がる可能性があるので、
その時に借換を検討すると◎

家計-80



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

「団体信用生命保険（団信）」も要検討材料！

　一般的な団信は「亡くなると住宅ローン０」だが、
　auじぶん銀行は、金利上乗せなしでがんになったら
　住宅ローン残高を半分にできる！

家計-81

借換の注意点②



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

団体信用生命保険に加入する人は
　・死亡保障
　・がん保障
など、見直しのチャンス！

　保険金を減らすことができる
　＝保険料を安くできる

家計-82



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

他行の「借換シミュレーション」を
今の金融機関に持参して・・・

　「他の金融機関の金利が低いので
　　変更しようと思っているんですけど…」

金利を引き下げしてくれる可能性あり！

家計-83

B.今借りている金融機関に金利引下げ折衝をする

借換シミュレーション

準備するもの



◆支出を見直そう！② 住宅ローン

他行に借換するより、自行で金利引下するの方が
「諸費用」がほぼかからないので
こちらの方がメリットが出る可能性あり。

そして、借換は手続きが大変なので
金利引き下げ折衝の方が労力もかからない！

家計-84


